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取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラございまず。 

A 敬化 I 電気製品は安全のためのミ主意事項を守らないと、火災や人身 
/•、— °1 事故になることがあります。 

この取披説明書には、事故を防ぐための重要な;'ま意事項と製品の取り扱いか 
たを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使 
いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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五 w 哥まをのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事 
故になることがありを険です。事故を防ぐため 
に次のことを必ずお守りください。 



まをのためのを意事項を巧る 


4〜6ページのを意事項をよくお読みくださ 
い。製品全般のを意事項が記載されています。 

7ページの「使用上のごを意」もあわせてお読 
みください。 


定巧的に点巧ずる 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みがな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりが 
たまっていないか、プラグがしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


巧障したら巧わない 


動作がおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどが破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口に 
修理をご依頼ください。 


万一、異常が起またら 


巧な舌*においが 
レたら、 

届が出たら 


〇電源を切る 
© 電源プラグをコン 
^ セントから巧く 
〇お買い上げ店また 

はソ —ー サー^^フ 

窓口に修理を依頼 
ずる 



替告表示の意味 

取披説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

I A 危険 I 

この表示のを意事項を守ら 
ないと、火災■感電-破裂 
などにより死 t や大けがな 
どの人身事故が生じます。 

警告 

この表示のを意事項を守ら 
ないと、火災-感電などに 
より死 t や大けがなど人身 
事故の原因となります。 

IA 注意 I 

この表示のを意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけがをしたり周辺 
の家財に損害を与えたりす 
ることがあります。 

を意を促す記号 

A\ 

火災 感電 指のケガに 

ミち意 

ち為寒禁 jE ず若記号 ~ 

0 ® 

禁止 分辭禁止 

接触禁止 めれ手禁止 

補を唐1お-記号 ^ 

〇 C 

指示 コラグをコン 

セントから巧く 
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A 警告！ A A 

- ■ 火災 感電 


下記のを意事項を巧らないと义災 • 
感電により死 t や大けがの原因とな 
ります。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 

•設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりし 
ない。 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 
.重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱し 
なし、。 

• 移動させるときは、電源プラ 
グをおく。 

• 電源コードを抜くときは、必 
ずプラグを持って扳く。 

一万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓口に交換をご依頼ください。 


湿気やほこり、油煙、湯気の多い場 
所や、直射日光のあたる場所には置 
かない 

上記のよラな場所に置くと、 

火災や感電の原因となるこ 
とがありまず。特に風呂場 
などでは絶対に使巧しない 
でください。 




内部に水や異物が入らないよラにず 
る 

水や異物が入ると火災や感電の原因となりまず。本機 
の上に花瓶などの水の入ったものを置かないでくださ 
い0 

一万 一、 水や異物が入った 
ときは、ずぐに本体の電 
源ボタンを切り、電源プ 
ラグをコンセントから扳 
き、お買い上げ店または 
ソニーサービス窓口にご 
相談ください。 



キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 


火災や感電、けがの原因とな 
ることがありまず。 

-► 内部の点検や修理はお買 
い上げ店またはソニー 
サービス窓口にご依頼く 
ださい。 



雷が鳴りだしたら、本体や電源プラ 
グに触れない 


感電の原因となりまず。 



本機を曰本国外で使わない 


交流 ] oov の電源でお 
使いください。海外な 
ど、異なる電源電圧の 
地域で使用すると、火 
災-感電の原因となり 
まず。 



ガス管にアース線やアンテナ線をつ 
ながない 
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A 注意 


下記のを意事項を巧らないとけがを 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
することがあります。 


めれた手で電源プラグにさわらない コード類は正しく配置ずる 


感電の原因となることがあ 
りまず。 



風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 


布をかけたり、毛足の長いじゅ 
ラたんや布団の上または壁や家 
具に密接して置いて、通風孔を 
ふさぐなど、自然放熱の巧げに 
なるよラなことはしないでくだ 
さい。過熱して火災や感電の原 
因となることがありまず。 


0 

禁止 


證 


電源コードや AV ケーブルは足にひっかけると機器の 
落下や転倒などにより、けがの原因となることがあり 
まず。充分にま意して接続、配置してください。 



移動させるとき、長期間使わないと 
きは、電源プラグを抜く 


長期間使用しないときは安全のたゆ電源プラグをコン 
セントからおいてください。絶縁劣化、漏電などによ 
り火災の原因となることがあります。 


大音量で長時間つづけて聞かない 


耳を刺激ずるような大きな音量で長時間つヴけて聞く 
と、聴力に悪い影響を与えることがありまず。 

一呼びかけられたら気がつく 
<らいの音量で聞きましよ 
ラ。 


0 

禁止 


ま定した場所に置く 

ぐらついた台の上や傾いたと 
ころなどに置くと、製品が落 
ちてけがの原因となることが 
ありまず。また、置き場所、 
取り付け場所の強度も充分に 
確認してください。 




お手入れの際、電源プラグを巧く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをずると、感電 
の原因となることがありまず。 



電源プラグは抜き差ししやずいコン 
セントに接続する 

異常が起きた場合にプラグをコンセントから抜いて、 
完全に電源が切れるよラに、電源プラグは容易に手の 
届くコンセントにつないでください。通常、本体の電 
源ボタンを切っただけでは、完全に電源から切り離せ 
ません。 

〇 

指示 
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電池についての安を上の 
ごま意 


巧漏れ•巧裂•発熟による大け 

がや巧巧を避けるため、下記のを意 
事項を必ずお守りくだまい。 


A 危険 


A 警告 


電おの液が漏れたときは 


素手で液をさわらない 

電池の破が目に入っ — 

たり、身体や衣服に 
つくと、失明やけ 
が、皮膚の炎症の原接触禁止 
因となることがあり 
まず。液の化字変化 
により、時間がたっ 
てから症状が現れることもありまず。 


必ず次の処理をずる 

一液が目に入ったとき 
は、目をこずらず、ず 
ぐに水道水などのきれ 
いな水で充分洗い、た 
だちに医師の治療を受 
けてください。 

-► 液が身体や衣服についたときは、ずぐにきれいな 
水で充分洗い流してください。皮膚の炎症やけが 
の症状があるときは、医師に相談してください。 




電池は现幼児の手の届かない所に置く 

吟電池は飲み込むと、窒息や 
胃などへの障害の原因とな 
ることがありまず。 

一万 一、 飲み込んだときは、 

ただちに医師に相談してください。 


電池を火の中に入れない、加熱•分 
解•改造-充電しない、水でめらま 
ない 

破裂したり、液が漏れた 
りして、けがややけどの 
原因となることがありま 
ず。 


指定が外の電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
ラ電池を混ぜて使わない 

電池の性能の違いによ 
り、破裂したり、液が漏 
れたりして、けがややけ 
どの原因となることがあ 
りまず。 





+と一の向きを正しく入れる 

+と一を逆に入れると、 

ショートして電池が発熱 
や破裂をしたり、液が漏 
れたりして、けがややけ 
どの原因となることがあ 
りまず。 

今機器の表示に合わせて、正しく入れてくださし、。 



使い切ったときや、長時間使用しな 
いときは、電池を取り出ず 


電池を入れたままにし 
ておくと、過放電によ 
り液が漏れ、けがやや 
けどの原因となること 
がありまず。 
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使用上のご注意 


設置巧巧について 

次のような場所には置かないでください。 

• ぐらついた台の上や不を定な巧。 

• 布団などやわらかいものの上。 

• 湿気の多い所、風通しの悪い巧。 

• ほこりの多い巧。 

• 直射日光が当たる巧、温度が高い所。 

• 極端に章い所。 

• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。 
(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしょ 
に使巧ずるとき、近くに置くと、雑音が入った 
り、映像がましれたりずることがありまず。特に室 
内アンテナのときに起こりやずいので屋外アンテ 
ナの使用をおずすめしまず。） 

• 電子レンジや大きなスピーカーなど、強力な磁気 
を発ずるものの近く。 

設屋時のごを意 

• 本機は、八イパワーアンプを搭載していまず。そ 
のた め、本体後面の通気孔をふさぐと、機械内部 
の温度が上昇し、故障の原因となることがありま 
ず。本体後面の通気孔を絶対にふさがないでくだ 
さい。 

• 本磯の上に重いものを置かないでください。 

音量を調整ずるときは 

本磯につないだ磯器を再生ずるときなどはレコード 
と比べ、非常に雑音が少なくなっていまず。レコー 
ドをかけるときのよラに音声の入っていない部分の 
雑音を聞きながら音量を調整ずると、思わが大きな 
音が出て、スピーカーを破損ずるおそれがありま 
ず。 

演奏を始める前には、音量を必ずルさくしておきま 
しょラ。 

ステレオを聞くときのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
ときは、隣近所に迷惑がかからな 
いよラな音量でお聞きください。 

特に、夜はかさゆな音でも周囲に 
はよく通るものでず。 

窓を閉めたりずるなども'互いに/じ、 

を配り、快い生活環境を守りま 
しょラ。このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマークでず。 


結巧について 

部屋の暖房を入れた直後など、本機内部に水滴がつ 
くことがあります。これを結露といいます。このと 
きは、正常に動作しないばかりでなく、本機の部品 
を傷ゆることがありまず。結露が生じたときは、電 
源コードをおき、部屋の温度が一定になってから 
30分経過した綾に、再び電源を入れ直してお使い 
ください。もし何時間たっても正常に動作しないと 
きは、 ソニーサービス 窓口にご相談ください。 

本化のお手入れのしかた 

キャビネットやバネル面のミちれは、中性洗剤を少し 
含ませた柔らかいおで拭いてください。シンナーや 
ベンジン、アルコールなどは表面を傷めますので使 
わないでください。 

テレビ画面に色むらが起きたら 

本磯のスピーカーによりテレビ画面に色むらが起き 
た場合は、テレビの電源を切り、 ] 日〜30分後に再 
びスイッチを入れてください。それでも色むらが残 
るときは、スピーカーをさらにテレビから離してく 
ださい。 



巧続と設定 


操作の流れ 

本磯を使用するたゆの接続と設定をします。 
が下の流れに沿って行います。 

「手順1:付属品を確認する」 （8 ページ） 

♦ 

「手順 2 :スピーカーをつなぐ」 （10 ぺージ） 

♦ 

「手順3 :アンテナをつなぐ」 （12 ぺージ） 

♦ 

「手順4 : DVD しコーダー（スゴ録）や BS / 
CS / 地上波デジタルチューナー、テレビ、 
ビデオなどをつなぐ」 （14 ぺージ） 

♦ 

「手順5 :電源コードをつなぐ」 （18 ぺージ） 

♦ 

「手順6 :スピーカーの設置と設定をする」 
(19 ぺージ） 


ご注意 

• 雑音を避けるため、プラグはしっかりとつないで 
ください。 

• 本機につなぐ磯器の取极説明書もあわせてご覧く 
ださい。 

• スピーカーや他の機器をつなぐときは、全ての磯 
器の電源コードを抜いてください。 

この取扱説明書について 

この取扳説明書では、主にリモコンのボタン 
を使った操作のしかたを説明しています。同 
じボタンならセンター ユニッ トでも操作でき 
ます。 

使うボタンの位置については「各部のなま 
え」 （46 〜48ぺージ）で確認してください。 


手順 1 :付属品を巧 
認ずる 

次の付属品がそろっているかを確認してくだ 
さい。 

• サブウーファー (1) 

• センターユニット （1) 

• フロントスピーカー (2) 

• AM ループアンテナ （1) 

• FM ワイヤーアンテナ （1) 

• スピーカーコード （2) 

• 光デジタルコード （1) 

• リモコン （1) 

• 単3形乾電池 （ R 6) (2) 

• スピーカーパッド* (サブウーファー用： 
大、フロントスピーカー用：ル） 

• 取极説明書（本書、 1) 

• かんたん接続•設置ガイド(力ード） 

• ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

• 保証書 （1) 

* 振動でスピーカーが動かないよラにサブウー 
ファーとフロントスピーカーの底面の四隅に貼り 
つけてください。 

付属品がそろっていないときは、お手数です 
がお買い上げ店またはソニーサービス窓口に 
ご連絡ください。 
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リモコンに電池を入れる_ 

@と©の向きを合わせて、単3お乾電池 
( R 6、 付属）2個を入れてください。 

本磯を操作するときは、センターユニットの 
リモコン受光部回 （48 ページ）にリモコンを 
向けて操作します。 



ごま意 

• 高温、多湿の場所を避けて保管してください。 

• 乾電池を交換ずるときは、異物が入らないように 
ごま意ください。 

• 乾電池の使いかたを誤ると、液漏れや破裂のおそ 
れがありまず。 

次のことを必ず守ってください。 

一新しい乾電池と使用途中の乾電池、または種 
類の違ラ乾電池を混ぜて使わないでくださし、。 
一乾電池は充電しないでください。 

一長い間リモコンを使わないときは、乾電池を 
取り出してください。 

一液漏れしたときは、電ミ也入れについた液をよ 
く拭き取ってから新しい乾電池を入れてくだ 
さい。 

• リモコンを使ラときは、リモコン受光部回に直 
射日光や照明器具などの強い光が当たらないよラ 
にご注意ください。リモコンで操作できないこと 
がありまず。 


他機操作のためのコード設定について 

付属のリモコンを使って、本機だけでなくテ 
レビやソニー製 DVD レコーダー(スゴ録） 
など本機につないだ機器の操作をすることが 
できます。 

センター ユニットに リモコンを向けて、操作 
したい機器の入力切換ボタン （23 ぺージ） 

を巧してから操作してください。 

お買い上げ時の設定はが下のようになってお 
ります。 


入力切換 
ボタン 

操作できる機器 

テしビ 

ソニー製テしビ 

DVD 

ソニー製 DVD しコーダー 


(スゴ録） 

SAT 

ソニー製 CS チユーナー 

VIDEO 

ソニー製ビデオ （ VHS ) 


上記が外の機器をつないでいる場合は、機器 
番号を設定するとリモコンで操作できるよう 
になります（テしビし乂外は ソニー 製のみ)。 
詳しくは「リモコンで他の機器を操作する」 
(34 ページ）をご覧ください。 

ごま意 

• リモコンの入力切換ボタンを押ずことで、本機の 
音声入力の切り換えと、リモコンの出力信号の切 
り換えを行いまず。本機につないだ機器を操作ず 
るときには、必ず入力切換ボタンを押してくださ 
い。 

• 入力切換ボタンを押したあ後には、リモコンは操 
作ずる機器に向けて操作してください。 


圓！ た隅が 
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手順 2 :スピーカーを つなぐ 


フロントスピーカーとセンターユニットを、付属のスピーカーコード（下記イラスト〇、 ©) で 
サブウーファーとつなぎます。 

フロントスピーカー （ L ) 


フロントスピーカー （ R ) 

—カラーラベル 


6囲な 


センターユニット 
(センタ—スピ—力—内臓） 


-cn 


む 


a が! な 


サブウーファ- 


圆 raiiiiiiiiiii 
Blllllllllll 刪 
圆 IlllliDllili 
圆誦圓111111 


wwi 


^MMway 0 i $ 




爾 

麵 

、鱗 


111B1 

11111111 


\ m r 


ffl 13 

WHIB 似 Tl 


■ ■■ill 

11111111111111111 


SYSTEM 

CONTROL 

端子へ 


システム 

コード 


スピーカーコード 


〇 


SPEAKER 端子へ 


スピーカー設置上のごミ主意 

• が下のよラな場所には置かないでください。 

一傾いた巧。 

一極端に温度が高い所または低い所。 

-ほこりの多い所。 

—湿気の多い所。 

—ぐらついた台の上など。 

一直射日光が当たる所。 

• 付属の スピーカーが 外の スピーカーは つながないでください。 

• お手入れのときは、眼鏡拭きのクロスのような柔らかい布を使ってください。 

• 特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤などが塗られている床に、サブウーファーおよび、フロントスピーカー 
を置く ときは、 床に変色、染みなどが残ることがあります。 

• スピーカーを設置したり接続したりずるときには、スピーカーと床のあいだに手をはさまないように注意し 
てくださし、。 

























































































0 スピーカーをつなぐ 


付属のスピーカーを、サブウーファーの底面 
にある SPEAKER 端子にスピーカーコード 
(付属）を使ってつなぎます。 

スピーカーコードに付いているカラーチュー 
ブは、つなぐスピーカー端子やスピーカーの 
カラーラベルと同じ色になっています。 


(+)\w 

卜)四 




カラーチューブ 


灰色 

5 ^ 


(+) 


-) 


黒色 



ごま意 

• スピーカーをつなぐときは、傷などを防ぐため、 
あらかじめ床にやわらかい布などを敷いてくださ 
い。 

• スピーカーコードはスピーカー端子の極性に合わ 
せて+と+ (灰色）、一と一(黒色）をつなぎま 
す。極性を間違えると、音が歪んだり低音不足に 
聞こ之まず。 


スピーカーコードの処埋について 

• スピーカーコードをつなぐとき、被覆部を 
端子にはさまないよラにしてください。下 
図のようにスピーカーコードの先端を被覆 
力、"むけている根本の部分で折り曲げてから 
スピーカー端子につなぐと、被覆部を挟み 
込みにく くなります。 



• シヨー トを防ぐたゆに、スピ ーカーコー ド 
の両端の被覆がはがれている部分が、他の 
コー ドの先端と接触しないよラに気をつけ 
てください。 

スピーカーコード接続の悪い例 

スピーカーコードの先端が端子から大幅に 
はみ出し、他のコードと接轴している。 



スピーカーコードの先端が他の 
コードと接轴している。 



次のぺーシへつづく 


圓！ た隅が 
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包サブウーファーとセンター 
ユニットをつなぐ_ 

センターユニットのシステムコードを、サブ 
ウーファーの SYSTEM CONTROL 端子につ 
なぎます。またセンターユニットのスピー 
カーコードを、サブウーファーの CENTER 
SPEAKER 端子につなぎます。 

システムコードはカチッと音がするまで差し 
込んでください。 


SYSTEM CONTROL 端子へ 



ご注意 

• 電源が入っているときにシステムコードを扳く 
と、本機はスタンバイモード （18 ぺージ）にな 
りまず。 

• スピーカーやセンターユニットなど、ずべての機 
器の接続が完了してから、電源コードをコンセン 
卜へつないでください。ずべてのスピーカーが正 
しくつながれているかを確認するたゆ、テスト 
トーンを出しまず。テストトーンの出しかたは 
20ページをご覧ください。 

テスト!ンを出力中、何も聞こえなかったり、 
センター ユニッ トの表尔窓に表巧されているス 
ピーカー名と一致しないスピーカーからテスト 
トーンが出たときは、スピーカーがショートして 
いる恐れがありまず。このときはもラー度スピー 
力ーコードの接続を確認してください。 

• コードを誤った向きに差し込むと、コードとサブ 
ウーファーを破損ずることがありまず。正しい向 
きに差し込んでください。 


手順3 :アンテナを 
つなぐ 


ラジオを聞くために、付属の AM / FM アンテ 
ナをつなぎます。 




アンテナ 


アンテナは AM の電波を受信しやすい形状、 
長さになっています。はずしたり、丸めたり 
しないでください。 

1 ループ（〜。になっている 
部分のみをプラスチックスタ 
ンドからはずず。 
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ご注意 

雑音の原因になるため、 FM / AM アンテナは本機 
や他の AV 機器の近くに置かないでください。 

ちょっと一言 

AM 放送の受信状態が良くないときは、付属の AM 
ループアンテナの向きを受信状態の良い方向へ変え 
てください。 

4 アンテナコードを軽く引いて 

みて、しっかりつながれたこ 
とを確認ずる。 


2スタンド状に組み立てる。 

台を起こし、溝にはゆます。 



3 AM アンテナ端子にアンテナ 

コードをつなぐ。 


付属の AM ループアンテナは、コード 
( A ) (巨）をどちらの端子にもつなぐ 
ことができます。 


ここまで差し込む 


FM アンテナをつなぐ 


FM アンテナを FM アンテナ端子につなぎま 
す。 



ご注意 

• FM ワイヤーアンテナをつないだ後は、受信状態 
の良い向きを探してください。 

• FM ワイヤーアンテナを壁にはるときは、受信状 
態の良い壁面を探してください。 

• FM ワイヤーアンテナは束ねたまま使巧しないで 
ください。 

ちょっと一言 

FM の受信状態が良くないときは、次のよラに、市 
販の7日 Q 同軸ケーブルを使って、本体と屋外アン 
テナをつなぎます。 


サブウーファ- 



屬） 

FM 

75Q COAXIAL 

n □ 

圓圓 

UmJ 


ANTENNA 


で入い 
指ら挿さ 
をがをだ 


-なドく 
バし-て 
レ押 n し 



圓議た脚が 
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手順 4 : DVD レコーダー{スゴ録）や BS / 
CS / 化上波デジタルチューナー、テレビ、ビ 
デオなどをつなぐ 

本磯に DVD しコーダー(スゴ録）/プしーヤーや"プしイステーシヨン2"、 BS / CS / 地上波 
デジタルチューナー、テしビやビデオなどをつなぎます。つないだ機器の取披説明書もあわせて 
ご覧ください。つないだ機器の音声を本機で楽しむには「本機の基本的な使いかた J に3ペー 
ジ）をご覧ください。 

ご注意 

磯器をつなぐときは、ずべての機器の電源コードを抜いてください。 


DVD レコーダー（スゴ録）/プレーヤー、"プレイステーション 2" 
などをつなぐ 

DVD しコーダー(スゴ録）/プレーヤーや"プしイステーション 2" などをつなぎます。 
つないだ機器の取极説明書もあわせてご賣ください。 

本磯の DVD ( D に ITAL 1 N OPT に AL ) 端子と、つなぐ機器のデジタル音声出力（光）端子を、光 
デジタルコード（付属）でつなぎます。 

つないだ機器の音声を再生するには、リモコンの DVD (入力切換）ボタンを巧してください 
(23 ぺージ)。 

ご注意 

本機には映像入力はできません。接続した機器の映像出力端子はテしビの映像入力端子につないでください。 

DVD しコーダー（スゴ録）/プしーヤ ー 、"プレイステーシヨ ン 2" など 
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DVD レコーダー (スゴ録） / プ レー ヤ ー、 "プレイス テーシヨ ン 2" 
などの音声（才ーディオ）設定について 

DVD しコーダー(スゴ録）/プレーヤー、"プしイステーシヨン 2" などをつないだときは、本 
機のサラウンド効果を十分にお楽しみいただくために、な下のように各機器を設定してくださ 
い。設をについて詳しくは、各機器の取扱説明書をご覧ください。 

DVD レコーダー(ス ゴ録） / "ブレイ ステーシヨン 2" 

プレ—ヤ— 1 セットアップ画面で「音芦けーディオ） 

1 セットアップ画面で「音芦（才ーディオ） 設定 J を選ぶ。 

設を J を還ぶ。 2 「音芦（才ーディオ）デジタル出力 J を選 

2 「才ーデイオ DRCj を「ワイドしンジ J ぶ。 

に設定:する。 3 「光（オプティカル）デジタル出力 J を 

3 「デジタル出力」を「入 J に設定する。 「入 J に設まする。 

4 「ドルビーデジタル J を「入」に設定す 4 「ドルビーデジタル」を「入 J に設をす 

る。 る。 

5 「 DTS 」 を「入 J に設まする。 5 「 DTSj を「入」に設定する。 

6 「48 kHz /96 kHz PCM (サンプリング周 
波数) J を「48 kHz 」 に設定する。 

"プレイステーシヨン2’’ はソニー-コンピュータエンタテインメントの登録商標です。 


お離か隅が 


次のぺージへつづく 
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BS / CS / 地上波デジタルチューナーやテレビなどをつなぐ 


BS / CS / 地上波デジタルチューナーや光デジタル音声 （ OPT に AL ) 出力端子のついたテしビ 
などをつなぎます。つないだ機器の取极説明書もあわせてご賣ください。 

本機の SAT (DIGITAL IM OPT に AL ) 端子と、つなぐ機器の光デジタル音声出力端子を、光デジ 
タルコード（付属）でつなぎます。 

つないだ機器の音吉を再生するには、リモコンの SAT (入力切換）ボタンを押してください 
(23 ぺージ)。 

ご注意 

• 光デジタル音声出力端子のないテレビをつなぐ場合は、「テレビやビデオなどをつなぐ」 （17 ページ）をご覽 
ください。 

• 本磯には映像入力はできません。接続した機器の映像出力端子はテレビの映像入力端子につないでくださ 
い 0 


BS / CS /地上波デジタルチューナー、テしビなど 



* DVD しコーダー（スゴ錄）などの接続ですでにお使いの場合は、あらたにご用意ください。 


BS / CS / 地上波デジタルチューナーやテレビなどの音声（オー 
デイオ）設定について_ 

つないだ機器のデジタル出力を「入」に設定し、 AAC 設定を「オート」または「入」に設定し 
てください。 AAC の設定を「切 J あるいは 「 PCM 」 に設定している場合は、マルチチヤンネル 
放送時にも音声が 2 CH 出力され、サラウンド効果が薄れます。 

設定について詳しくは、各機器の取扳説明書をご賣ください。 
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テレビやビデオなどをつなぐ 


テレビやビデオなどをつなぎます。つないだ機器の取破説明書もあわせてご賣ください。 

本磯の VIDEO (ANALOG IN L/R) 端子と、つなぐ機器の音声出力端子を、音声接続コード（別 
売り）でつなぎます。 

つないだ機器の音声を再生するには、リモコンの VIDEO (入力切換）ボタンを押してください 
(23 ぺージ)。 

ごま意 

本機には映像入力はできません。接続した機器の映像出力端子はテレビの映像入力端子につないでくださし、。 


テしビやビデオなど 



1=!^ :信号の流れ 


VIDEO (ANALOG 
IN L / R ) 端子へ 


テレビやビデオの音声について_ 

• 本機につないでいるテレビやビデオの音声出力がモノラル出力の場合は、モノラル/ステレオ 
蜜換コード（別売り）などを使ってつなぎます。ただし、サラウンド効果が得られないことが 
あります。 

• 本機につないでいるテレビやビデオの音声設定でサラウンドを設定していると、本機のサラウ 
ンド効果が得られないことがあります。テレビやビデオのサラウンドの設定を「切」にしてく 
ださし、。 









































手順 5 :電源コード 
をつなぐ 

スピーカーや他機器をつないでから、サブ 
ウーファーの電源コードを壁のコンセントに 
つないでください。 


サブウーファー 



電源コード 


サブウーファーの電源コードをつなぐと、セ 
ンター ユニツ トの！/むランプが点灯します。 


センターユニット 



1/(1) ランプ 


ここまでのすべての接続が終わったら、次の 
「手順6 :スピーカーの設置と設定をする」 
(19 ぺージ）へすすみます。 


本機の電源の入/切をずるには 


センターユニット 



1 /( 1 ) 



センターユニットの 1/(1) ボタンまたはリモコ 
ンの電源ボタンを押すと、電源が入ります。 
電源を切るには、もラー i/c!) ボタンまたは電 
源ボタンを押します。本機がスタンバイモー 
ドになり、センターユニットの以 (1) ランプが 
ホく点灯します。 

ご注意 

スタンバイ状態で電源コードをおくと、しばらくの 
間センターユニット の1化ラン プが点灯していまず 
が、故障ではありません。 
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手順 6 : スピーカー 
の設置と設定をず 
る 

フロントサラウンド効果をお楽しみいただく 
たゆに、スピーカーの位置を決ゆ、スピー 
カーの音量などの設定をします。 


スピーカーを設置ずる_ 

下図のよラにスピーカー、センターユニット 
を正しく設置してください。 



フロントスピーカー、センターユニッ _ 

卜の設置のしかた ■ 

フロントサラウンドを効果的にお楽しみいた 5^ 

だくために、な下のよラにフロントスピー 論 

力一、センターユニットを設置してくださ ^ 

い。 讲 

• 左右のフロントスピーカーの距離と視聴位 
置からの距離を等間隔にする（左の図のよ 
うな正兰角おになるように設置する）。 

• 左右のフロントスピーカーは60 cm し乂上離 
して設置する。 

• フロントスピーカーは視聴位置にいるとき 
の耳の高さと同じになるよラに設置する。 

• フロントスピーカーはテしビより前に置 
く。フロントスピーカーの前にはものを置 
かない。 

• 左右のフロントスピーカーはまっすぐに置 
く。視聴位置に向けて傾けて置かない。 


正しい 例 


悪い例 




• フロントスピーカーをテーブルやラックに 
置くときは、スピーカーを後方に置くと音 
が反射してフロントサラウンドの効果が落 
ちてしまラので、前方に置く。 

正しい例 悪い例 





• センターユニットを左右のフロントスピー 
カーの中央に置く。サラウンド音声をより 
効果的にするには、センターユニットをフ 
ロントスピーカーと同じ高さに置く。 

• 各スピーカーは部屋の壁に近付きすぎない 
よラに設置する。 


次のぺージへつづく 
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サブウーファーの設置のしかた 

サブウーファーはが下の点にごを意して設置 
してください。 

• 反響が発生しないよラに、できるだけ固い 
床に置く。 

• 壁から離して、横に倒したりせずに置く。 
正しい例 悪い例 




ちょっと一言 

サラウンドの劾果はサウンドフィールド設定 （ S - 
Force Front Surround または MOVIE ) によって異 
なりまず。サウンドフィールド設定を変更し、お好 
みのサラウンドをお楽しみください。 

詳しくは r サウンドフィールドボタンを使って、サ 
ラウンド劾果を楽しむ J に4ページ）をご覧くださ 
し、 0 


スピーカーの 設定をずる^ 

スピーカーの音量（しべル）の設定をしま 
す。 

ここでの設定はアンプメニューで斤います。 


アンプメニューリスト 


第一階層 第二階層 第云階層 


SPEAKER LEVEL 


—— TEST TONE 

I - OFF/ON 

—— FRONT L SPEAKER LEVEL 

I - 6 dB - OdB 


—— CENTER SPEAKER LEVEL 

I - 6 dB - +6 dB 


—— FRONT R SPEAKER LEVEL 

I - 6 dB — OdB 

—— SUBWOOFER LEVEL 

I - 6 dB - +6 dB 


CUSTOMIZE 

—— AUDIO DRC 

I - OFF / STANDARD/MAX 

—— DUAL MONO 

I _ MAIN / SUB / 

MAIN+SUB / 
MAIN/SUB 
—— DIMMER 

I - OFF/ON 
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6 を巧して一つ前の階層に 
戻ってから、 ♦/♦ を 使って、 
音量を設定ずる スピーカーを 

'百8 、々 

度ふ0 

「FL LEVE し：フロン!-左スピーカー 
で EN LEVEL 」 ：センタースピーカー 
「FR LEVEL 」 ：フロントちスピーカー 
で W LEVEL 」 ： サブウーファ~ 

7 ミ夫定ボタンまたは—►を押ず。 

手順6で選んだスピーカーからテスト 
I ^ーンが聞こえます。 

8リスニン グポジシヨ ン から操 
作して、 ♦/♦ を使って音量を 
調節ずる。 

表示窓に音量のしべルが表示されます。 
例：フロント左スピーカーから 一4 dB 
の大きさで出力されているとき 


9 手順6〜8を繰り返して、他の 
スピーカーの 音量を調節ず 
る 0 

10 ずべ てのスピーカーの 調節が 
終わったら、を押して一 
つ前の階層に戻る。 

ル/* を繰り返し押して、 
rjEST TONEj を表示窓に 
表示させ、ま定ボタンまたは 
-► を巧ず。 


次のぺージへつづく 


1 電源ボタンを押して電源を入 
れる。 

2 アンプメニューボタンを繰り 
返し巧して、アンプメニュ ー 
をセンター ユニッ トの表示窓 
に表示させる。 

3 ♦/ ♦を繰り返し巧して、 

LEVE しを表示窓に表示さ 
せ、決定ボタンまたは—►を 
押ず。 

例： 



4 ♦/ ♦を繰り返し押して、 
■TEST TONEj を表示窓に 
表示させ、ミ夫定ボタンまたは 
-► を押ず。 

例： 



5 ♦/ ♦を繰り返し押して、 > T . 
TONE ONj を表示窓に表示 
させる。 


各スピーカーから順番にテストトーン 
が聞こえます。 

リスニングポジションから操作して、 
すべてのスピーカーからテストトーン 
が同じレベルに聞こえるよラにが下の 
手順の操作を行って音量を調節します。 

ごま意 

スピーカーから 音が聞こえない ときは、ス 
ピーカーの接続を確認してください。 
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を繰り返し巧して、 H ". 
TONE OFFj を表示窓に表示 
させる。 

テストトーンが切になります。 

13 アンプメニューボタンを押し 

て、アンプメニューをオフに 
ずる。 

設定中に一つ上の階層に戻るには 

^を押します。 

設定終了後に本機につないだ機器を操 
作ずるには 

アンプ メニ ューの表示を消した後に、 DVD 、 
SAT 、 または VIDEO (入力切換）ボタン 
(23 ページ）のいずれかを押して入力を切り 
換えます。 

ご注意 

• レベル調璧をした後、音が一瞬途切れまず。 

• リモコンで操作を行っているときに、センターユ 
ニッ トの FUNCTION ボタンを押ずとそれまでの 
操作が失われます。もラー度リモコンで操作をや 
りなおしてください。 


スピーカー を壁にかけるには 

1 スピーカー裏面の巧に合う、が下のよう 
なネジを用意する。 

〔 WWWWWWIY ^ — 4 mm 

k - J 

30 mm 


スピーカー 裏面の巧 



2 市販のネジを壁に取り付ける。 

ネジが壁から日〜 7 mm 出ているよラに 
取り付けます。 



3 スピーカー裏面の巧をネジにかける。 


スピーカー 裏面の巧 



ごま意 

• 壁の材質や強度に合わせたネジを使ってくださ 
い。また 

• 強度の弱い壁には取り付けないでください。 

• 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天 
災などによる事な、損傷につきましては、当社は 
—切責任を負いません。 
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基本的な操作 


本機の基本的な使い 
かた 

本磯につないだ機器の音声を再生します。 

センター ユニット function 



1/6馆源） 


VOLUME 一/+ 



-電源 


.サウンド 

フイールド 

-/+ 


-消音 

■ 音量 +/ — 


それぞれの機器の取扳説明書もあわせてご覧 
ください。 

再生する機器が本機に正しくつながれている 
ことを確認してください。 

1 センター ユニッ h の1/む（電 
源）ボタンまたはリモコンの 
電源ボタンを押す。 


次のぺージへつづく 


2 センターユニットにリモコン 
を向けて、入力切換ボタン 
( DVD 、 SAT 、 VIDEO 、 また 
は TUNER / BAND ) を押す。 

再生する機器を選びます。選んだ機器 
はセンターュニッ S の表の窓に表71^さ 
れます。 


入力切換 
ボタン 

再生できる機器 

DVD 

DVD 端子につないだ機器 
(14 ぺージ） 

(DVD レコーダー(スゴ録）/ 
プレーヤー、"プしイステー 
シヨン 2" など） 

SAT 

SAT 端子につないだ機器 
(16 ぺージ） 

旧 S / CS / 地上波デジタル 
チューナーなど） 

VIDEO 

VIDEO 端子につないだ機器 
(17 ぺージ） 

(テレビやビデオなど） 

TUNER / 

本機に内蔵のラジオ ( FM / 

BAND 

AM ) 

(32 ぺージ） 


3 サウンドフイールド ー/+ ボ 

タンを押ず。 

お好みのサウンドフイールドを選びま 
す （24 ぺージ)。 

ちょっと一言 

• センターユニットの FUNCmON ボタンを繰り返 
し押して、再生ずる機器を選ぶこともできまず。 

が下のように入力力け刀り換わりまず。 

DVD 一 SAT 一 VIDEO 一 FM 一 AM 

• 本機につないだソニー製磯器を、付属のリモコン 
で操作することもできまず。詳しくは「リモコン 
で他の機器を操作ずる J (34 ページ）をご覧くだ 
さい。 

ご注意 

リモコンの入力切換ボタンを押ずことで、本機の音 
声入力の切り換えと、リモコンの出力信号の切り換 
えを行いまず。本機につないだ機器を操作ずるとき 
には、必ず入力切換ボタンを押してください。 


本機で再生ずる機器を選ぶ 


■ si! 
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音量を調節ずる_ 

リモコンの音量 +/- ボタンまたはセンター 
ユニットの VOLUME -/+ ボタンで音量を調 
整します。 

消音ずるには 

消音ボタンを押します。 

消音をキャンセルするには、もラー度消音ボ 
タンを押すか音量+ボタンで音量を上げま 
す。 


本機のサラウンドを 
楽しむ 

本機はフロント スピーカーとセンタースピー 
力 一、 サブウーファーで 5.1 チヤンネルのサ 
ラウンドサウンドを作り出します。本機のサ 
ウンドフィールドを選ぶことで、いろいろな 
サラウンドの効果をご家庭で楽しめます。 


センター ユニッ トの表示窓に 
ついて 

センターユニットの表示窓では、再生してい 
る音声の種類や、本機の状態などの情報を表 
可^します。 

センターユニットの表示窓 


□□DIGITAL □□PLU dt* 

山四山 
一 ISWJ aac 


が下の情報が表示されます。 


表示 

情幸民 

□□ DIGITAL 
(ドルビーデジタ 
ル） 

化 ( DTS ) 

AAC 

巧生している音声の 
フォーマツトを表示し 
ます。 

□□ PLII 

(ドルビープロロ 

ジック II ) 

現在のサラウンドの状 
態を表示します。 

L (フロント：左） 
C (センター） 

R (フロント：ち） 
SW (サブウー 

ファー) 

調節中の スピーカーを 
表 W します。 



サウンド 

フィールド 

-/+ 


サウンドフイールドボタンを 
使って、サラウンド効果を楽 
しむ 


サウンドフイールドー/+ボタン 
を押ず。 

サウンドフィールド ー/+ ボタンを繰り返し 
押して、お好みのサウンドフィールドを選び 


ます。 

選んだサウンドフイールドがセンター ユニッ 
卜の表の窓に表71^されます。 
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サウンドフイールドの種類 


表示 

効果 

FRONT SURR 
( S-Force Front 
Surround ) 

S-Force Front 

Surround 技術を使ってい 
ます。 

映画、音楽などマルチ 
チャンネルの音声を楽し 
ゆます。 「 MOVIE 」 に比 
ベてより効果的なサラウ 
ンドを再現します。 

2 CH STEREO * 
(2 チヤンネル 
ステし才） 

出力された音声をそのま 
まなるべく加工せずに再 
生します。 

POP * 

ポップスなどの音楽を 
ボーカルち体の音声で楽 
しめます。 

JAZZ 

ジャズなどの音楽をライ 
ブ八ウスで聴くよラな音 
誓で楽しめます。 

CLASSIC * 

クラシックなどの音響を 
迫力のある低音で楽しめ 
ます。 

GAME 

ゲームソフトなどを臨場 
感あふれる音声で楽しめ 
ます。 

NEWS * 

ニュースなどのナレー 
シヨンを聞くときに便利 
です。 

NIGHT * 

ル音量で音楽などを楽し 
むときに便利です。 

MOVIE 

映画、音楽などマルチ 
チャンネルの音声を楽し 
ゆます 。 「FRONT SURR 
( S-Force Front 
Surround ) に比べて、よ 
り広い視聴位置でサラウ 
ンドを楽しゆます。 


* 再生ずる音声が2チヤンネルステレオの場合には 
サラウンド効果はありません。 


S-Force Front Surround とは 

ソニーが これまで蓄積してきた膨大な音響 
データを解析し、独自の DSP 技術を加えて開 
発したサラウンドの技術です。音像の距離 
感、空間性をよりお実に再現することが可能 
となり、後方にスピーカーを置くことなく、 
前方のスピーカーだけで広がりのあるサラウ 
ンドを楽しむことができます。 

ご注意 

• 再生する音声 （ AAC など）によっては、サラウ 
ンドの効まを感じにくい場合や、センタースピー 
カーから音を出力しない場合がありまず。 

• DVD マルチチヤンネル信号が外のディスクの信 
号を入力しているとき、サラウンドの効果を感じ 
にくい場合がありまず（例えば、デジタルステレ 
才信号、デジタルマルチ信号など）。 

ちょっと一言 

本機はつないだ磯器の入力切換ごとに最後に設定し 
たサウンドフイールドを記憶しまず。 

(電源コードを長時間抜いたままにしていると、お 
買い上げ時の設定に戻ることがあります。） 


次のぺーシ へつつ く 


圓 si! 
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映画や音楽を楽しむ 

視聴位置によって 「 S-Force Front 
Surroundj または 「 MOV 忙」の2種類のサ 
ラウンドを楽しめます。 

■ S-Force Front Surround 

「 MOV 忙」に比べて、より効果的なサラウン 
ドを再現できます。 

■ MOVIE 

「FRONT SURR ( S-Force Front 
Surround ) に比べて、より広い視聴位置で 
サラウンドを楽しめます。 

上から見たところ 


サブウーファー フロントスピーカー 



MOVIE エリア 


テレビの音声を楽しむ_ 

テレビの音声を本機のサウンドフイールドで 
楽しゆます。 

テレビの接続について詳しくは 「 BS / CS / 
地上波デジタルチューナーやテレビなどをつ 
なぐ J (16 ページ）または「テしビやビデオ 
などをつなぐ」 （17 ページ）をご賣くださ 
し、。 


1 SAT ボタンまたは VIDEO ボ 
タンを押す。 

テしビのつなぎかたによって変わりま 
す。 

テしビを SAT 端子につないだ場合 （16 
ページ）： SAT ボタンを押します。 

テしビを VIDEO 端子につないだ場合 
(17 ぺージ）： VIDEO ボタンを押しま 
す。 

2 サウンドフイールド ー/+ ボ 
タンを繰り返し巧して、表示 
窓にお好みのサウンドフィー 
ル ドを表示し まず。 


2チヤンネルステレオで出力する 

■ 2CH STEREO にチヤンネルステし才） 

音声信号の種類にかかわらず、2チャンネル 
ステし才で再生します。 
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小音量でサウンド 
を楽しむ 

(AUDIO DRC) 

音声のダイナミックレンジ（最大音量から最 
小音量までの幅）を狭くします。ルさな音量 
で映画を見たいときに効果的です。 

ここでの設定はアンプメニューで斤います。 
(DRC は Dynamic Range Compression の略称で 
ず。） 

ごま意 

• AUDIO DRC はドルビーデジタルの音声を入力し 
ているときのみ有効でず。 

• DVD レコーダー(スゴ録）/プレーヤーなどの 
本機につないだ機器のデジタル音亩出力の設定が 
■" D - PCM 」 に設定されている場合は、 AUDIO 
DRC の効果が出ないことがあります。 「Dolby 
Digital 」 に設定しなおしてください。 

アンプ乂ニユーリス h 

第一階層 第二階層 第=階層 

SPEAKER LEVEL 

TEST TONE 

I - OFF/ON 

FRONT L SPEAKER LEVEL 

I - 6dB — OdB 

CENTER SPEAKER LEVEL 

I - 6dB — +6dB 




— 




— 




FRONT R SPEAKER LEVEL 

— 6dB — OdB 
SUBWOOFER LEVEL 

-目 dB — +6dB 

CUSTOMIZE 

AUDIO DRC 

OFF/STANDARD/MAX 

DUAL MONO 

I _MAIN / SUB / 

MAIN+SUB / 

MAIN/SUB 

DIMMER 
I - OFF/ON 



アンプメニューボタンを繰り 
返し押して、アンプ乂ニュ ー 
をセンターユニットの表示窓 
に表示させる。 

♦/♦ を繰り返し押して、 
rCUSTOMIZEj を表示窓に 
表示させ、ミ夫定ボタンまたは 
-► を押ず。 

例： 


if 


♦/♦ を繰り返し押して、 
•"AUDIO DRCj を表示窓に 
表示させ、ミ夫定ボタンまたは 
-► を巧ず。 


例 


巧のぺーシへつづ < 


圓 SS な！ 
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4 ♦/ ♦を使って、才ーデイオ 
DRC 設定を選ぶ。 

「 DRCSTD 」 または 「 DRCMAX 」 を 
選びます。 

「 DRCOFF 」 （お買い上げ時の設定）： 
効果はありません。 

「DRC STDj :標準の効果が得られま 
す。 

「DRC MAX 」 ：最大の効果が得られま 
すが、映画の爆発音などの効果音もル 
さな音量になることがあります。 

5 アンプメニューボタンまたは 
決定ボタンを押ず。 

アンプメニューの表示が消えます。 

設定中に一つ上の階層に戻るには 

^を押します。 

設定終了後に本機につないだ機器を操 
作ずるには 

アンプ メニ ューの表示を消した後に、 DVD 、 
SAT 、 または VIDEO (入力切換）ボタン 
(46 ページ）のいずれかを押して入力を切り 
換えます。 

ご注意 

リモコンで操作を行っているときに、センターユ 
ニッ トの FUNCTION ボタンを押ずとそれまでの操 
作が失われまず。もラー度リモコンで操作をやりな 
おしてくださし、。 


デジタル放送の音 
声 ( AAC ) を楽し 
む 

(DUAL MONO) 

AAC とは、 BS デジタル放送や地上波デジタ 
ル放送で採用されている音声ち式です。 

AAC では 5.1 ch のサラウンド放送や2ヶ国語 
放送にも対応しています。 

DVD - RW に VR モードで記録された2ヶ国語 
放送も楽しむことができます。 

AAC 受信時は、本体の表示窓に 「 AAC 」 力《 
点灯しますに4ページ)。 

ここでの設定はアンプメニューで行います。 

ごま意 

• BS デジタル放送などの AAC を聞くには、 BS デジ 
タルチューナーと本機をデジタル接続し （16 ペー 
ジ)、 BS デジタルチューナーの設定 メニ ューで、 
デジタル出力の AAC の設定を 「AUTO (才ート ） J 
または r 入 J に設定してください （ BS デジタル 
チューナーの取汲説明書もあわせてご覧くださ 
い)。 

また、デジタルチューナー搭載のテレビで AAC を 
聞くには、テレビと本機をデジタル接続し （16 
ページ)、テレビのデジタル出力端子から AAC 音声 
信号を出力ずるように設定してください（テレビ 
の取掀説明書もあわせてご覧ください）。 

L 乂上が確認された上で、が下の操作を行ってくだ 
さい。 

• AAC の音声では、サラウンドの効果が感じにく 
いことがありまず。 
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アンプ乂ニユーリス h 

第一階層 第二階層 第云階層 


SPEAKER LEVEL 

TEST TONE 




I - OFF/ON 

FRONT L SPEAKER LEVEL 

I - 6dB — OdB 

CENTER SPEAKER LEVEL 

I - 6dB — +6dB 

FRONT R SPEAKER LEVEL 

I - 6dB — OdB 

SUBWOOFER LEVEL 

I -目 dB — +6dB 

CUSTOM に E 

AUDIO DRC 

I - OFF/STANDARD/MAX 










—— DUAL MONO 

I _MAIN / SUB / 

MAIN+SUB / 
MAIN/SUB 
—— DIMMER 

I - OFF/ON 



1 アンプメニユーボタンを繰り 
返し押して、アンプメニユ ー 
をセンター ユニツ トの表示窓 
に表示させる。 


表示させ、ま定ボタンまたは 
-► を押ず。 

3 ♦/ ♦を繰り返し押して、 
•"DUAL MONOj を表示窓に 
表示させ、ミ夫定ボタンまたは 
-► を押ず。 

例： 



4 ♦/ ♦を使って、設定を選ぶ。 

「MAINj (主音声）：主音声のみを再生 
します。 

「 SUB 」 （副音声）：副音声のみを再生し 
ます。 

「 MAIN + SUB 」 （主+副）：主音声と副 
音声が合成された音声を再生します。 
「 MAIN/SUB 」 （主/副）：左スピーカー 
から 主音声、 右スピーカーから副音声 
を同時に再生します。 

5 アンプメニューボタンまたは 
ミ夫定ボタンを押す。 

アンプメニューの表示がミ肖えます。 


設定中に一つ上の階層に戻るには 

を押します。 


設定終了をに本機につないだ機器を操 
作ずるには 

アンプメニューの表示を消した後に、 DVD 、 
SAT 、 または VIDEO (入力切換）ボタン 
(46 ぺージ）のいずれかを巧して入力を切り 
換えます。 


2 ♦/ ♦を繰り返し押して、 
rCUSTOMIZEj を表示窓に 


ご注意 

リモコンで操作を巧っているときに、センターユ 
ニッ トの FUNCTION ボタンを押すとそれまでの操 
作が失われまず。もラー度リモコンで操作をやりな 
おしてください。 





















センター ユニット 
の表示窓の巧るま 
を調^ずる 

(DIMMER) 


センターユニットの表示窓の明るさを調節す 
ることができます。 

ここでの設定はアンプメニューで斤います。 


アンプ乂ニユーリス h 

第一階層 第二階層 第=階層 


SPEAKER LEVEL 


—— TEST TONE 

I - OFF/ON 

—— FRONT L SPEAKER LEVEL 

I -目 dB — OdB 


—— CENTER SPEAKER LEVEL*! 

I -目 dB — +6dB 


—— FRONT R SPEAKER LEVEL 

I -目 dB — OdB 

—— SUBWOOFER LEVEL 

I - 6 dB - +6 dB 




1 アンプメニューボタンを繰り 
返し押して、アンプメニュ ー 
をセンター ユニッ トの表示窓 
に表示させる。 

2 ♦/ ♦を繰り返し押して、 
rCUSTOMIZEj を表示窓に 
表示させ、ミ夫定ボタンまたは 
-► を押ず。 

3 ♦/ ♦を繰り返し押して、 
TDIMMERj を表示窓に表示 
させ、ミ夫定ボタンまたは— ► 
を押ず。 

例： 
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4 ♦/ ♦を使って表示窓の明るさ 
を選ぶ。 

「DIMMER OFF 」 （お買い上げ時の設 
定）：表示窓が明るくなります。 
「DIMMER ON 」 ：表示窓が暗くなりま 
す。 


5アンプメニユーボタンまたは 
決定ボタンを巧ず。 

アンプ乂ニュ ーの表示が消えます。 


設定中に一つ上の階層に戻るには 

^を巧します。 


設定終了後に本機につないだ機器を操 
作ずるには 

アンプ メニ ューの表示を消した後に、 DVD 、 
SAT 、 または VIDEO (入力切換）ボタン 
(46 ページ）のいずれかを押して入力を切り 
換えます。 

ごま意 

リモコンで操作を行っているときに、センターユ 
ニットの FUNCTION ボタンを押ずとそれまでの操 
作が失われまず。もう一度リモコンで操作をやりな 
おしてくださし、。 


スソープタイマー 
を ffi ろ 

音楽などを聞きながらお休みになるとき、設 
定した時間に本体の電源を切ることができま 
す。 

時間は10分間隔で90分まで設定することが 
できます。 


スリープ 


- • 〇 〇 〇 
0 0 0 0 
0 0 0 0 
巧巧巧〇 
巧巧巧〇 
巧巧巧口 

ta® 'GD^GD 〇 
0 0 0 0 


スリープボタンを押ず。 

「 SLEEP 」 がセンターユニットの表示窓に表 
示されます。 

スリープボタンを巧すごとに、設定時間が表 
示窓に表示されます。 


SLEEP 90 M (90 分）一 SLEEP 80 M (80 
分） 一 SLEEP 70 M 口日 分） 一 SLEEP 60 M 
(60 分）一 •••SLEEP 10 M (1 日 分）^ SLEEP 
OFF (オフ）一 SLEEP 90 M (90 分）... 


設定時間を確認ずる 

スリープボタンを一度押します。 

経過時間を変える 

スリープボタンを繰り返し押して希望の設定 
時間に変更します。 

スリープタイマー機能を解除ずる 

スリープボタンを繰り返し押して、表示窓に 
「SLEEP OFF 」 を表示させます。 


ご注意 

スリープタイマー機能で本磯の電源は切れまずが、 
本機につないだ機器の電源は切れません。 















その他のおお 


ラジオを楽しむ 

ラジオを楽しむには、アンテナを正しくつな 
いでください （12 ぺージ)。 


周波数表示が蛮わっていき、放送局を 
受信すると、選局が自動的に止まりま 
す。センターユニットの表示窓に 
「 TUNED」、「STj (ステレオプログラ 
ムのとき）が点灯します。 


ST 

F ;;1 



電源 

FM モード 


チューナ ー 
メニュ ー 


音量 +/ — 
画面表71^ 


選局 — /+ 


4 

チューナーメニュー ボタンを 
押ず。 

5 和/ ♦/♦/ 今を使って表示窓 
に TMEMORYj を表示させ 

る。 

6 

決定ボタンを押ず。 

プリセツ番号が表示窓に表示されま 
す。 


ST TUNED 1 

MUM -しし 

f E L .. い .i 、 


放送局を登録ずる 
(プリセット）_ 

放送局を受信して、登録することができま 
す。 FM 局を20局と AM 局を10局、合わせて 
30局費録できます。 

受信を始める前に、音量を最小にしてくださ 
い。 

1 電源ボタンを押ず。 

2 TUNER / BAND ボタンを繰 
り返し押して、 FM か AM に入 
力を切り換える。 

センターユニットの表示窓に FM または 
AM が表示されます。 

3 選局一/+ボタンを押し続け、 
自動選局が始まったら離ず。 


7 ♦/ ♦を使ってプリセット香号 
を選ぶ。 



ST TUNED 1 

f 1 M ;1 - 1 - 



8 

決定ボタンを押ず。 

放送局が登録されます。 


! ! m 1- り !-■ 1 !■■■■ 

' — ‘ 一 .. ' 1— 



9 手順2〜8を繰り返して、他の 
放送局を登録ずる。 


プリセットま号ををえるには 

手順2から操作をして、手順7でお好みのプ 
リセット番号を選びます。 
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ラジオを聞 < _ 

「放送局を登録する（プリセット）」 （32 ペー 
ジ）で放送局を登録しておいてください。 


1 電源ボタンを押ず。 

2 TUNER / BAND ボタンを繰 

り返し押して、 FM か AM をセ 
ンター ユニッ トの表示窓に表 
术させる。 

最後に受信した放送局が受信されます。 


FM 放送の受信 状態が 良くないときは 

リモコンの FM モードボタンを巧して、表示 
窓に 「 MONOj を点灯させます。モノラル 
になりますが聞きやすくなります。もう一度 
押すとステし才に戻ります。 

ちょっと一言 

• 数字ボタンと決定ボタンでプリセット番号を選ぶ 
こともできまず。 

• 受信状態が良くないときは、アンテナを確認して 
ください （12 ページ)。 

• センターユニットの FUNCTION ボタンを繰り返 
し押して、 FM 、 AM を選ぶことができまず。 

「 FMj または 「 AM 」 が表示窓に表示されまず。 


登録した放送局に名前を付け 
る 


3 プリセツ! -- / +ボタンを繰 

り返し巧して、登録した放送 
局の中から聞きたい放送局を 
選ぶ。 

ボタンを押すごとに登録した放送局を1 
局ずつ探していきます。 

4 音量+/—ボタンで音量を調 
節ずる。 

ラジオを消ずには 

電源ボタンを押します。 

登録していない放送局を聞くには 

手順3で手動または自動で受信します。 

• 手動受信は、リモコンの選局+またはーボ 
タンを繰り返し押します。 

• 自動受信は、リモコンの選局+またはーボ 
タンを押し続けます。自動受信を止ゆると 
きは選局+またはーボタンを押します。 


當録した放送局に名刖を最大1日文字まで付 
けることができます。これらの名前は、放送 
局が選ばれたときに本体の表示窓に表示され 
ます （「 XYZ 」 など）。 

それぞれの登録した局には、ひとつの名前し 
力、登録できません。 

1 TUNER / BAND ボタンを繰 

り返し押して、 FM か AM をセ 
ンター ユニッ トの表示窓に表 
示させる。 

最後に受信した放を局が受信されます。 

2 プリセット ー/+ ボタンを繰 
り返し押して、名前を付けた 
い放送局を受信ずる。 

3 チューナーメニューボタンを 
押ず。 

4和/ ♦/♦/ 今を使って表示窓 
に TNAMEINj を表示させ 

る0 

次のぺージへつづく 
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0 決定ボタンを押ず。 

6力ーソルボタンを使って名前 
を付ける。 

t / ♦で文字を選び、今を巧して力ーソ 
ルを次へ動かします。 

r 互違えて入力してしまつたら 

蜜要したい文字が点滅するまで、繰り 
返し争または今を巧し、 ♦/ ♦で正し 
い文字を選びます。文字を消すには、 
和/*を繰り返し押して消したい文字 
を点滅させ、クリアボタンを押します。 

7決定ボタンを押ず。 

放送局の名前が登録されます。 

本体の表示窓で放送局の名前や周波数 
を見るには 

画面表示ボタンを押します。 

画面表示ボタンを押すたびに、表示は次のよ 
ラに切り替わります。 


〔 


放送局名* 

♦ 

周波数* 2 


*1 放送局を登録して、名前をつけていなければ表 
示されません。 

*2 数秒経過後に元の画面に戻りまず。 

ご注意 

リモコンで操作を巧っているときに、センターユ 
ニッ トの FUNCTION ボタンを押ずとそれまでの操 
作が失われまず。もう一度リモコンで操作をやりな 
おしてください。 


ソモコンで他の機 
器を操作ずる 

本機に付属のリモコンで、テしビやソニー製 
DVD しコーダー(スゴ録）/プしーヤー、 
BS / CS / 地上波デジタルチューナー、ビデ 
才など本機につないだ機器を操作することが 
できます。 

リモコンは操作する機器に向けて操作してく 
ださい。 


付属のリモコンでテレビを操 
作ずる 


ソニー 製テレビだけでなく、他社製のテしビ 
もメーカー番号を設定することで操作できる 
よラになります （3 已ページ)。 



フイド 

-チヤンネル 
+/_ 


■ 音量 +/—■ 


1 テレビボタンを押す。 

テしビボタンが赤色に点灯します。 
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リモコン信号をお手持ちのテしビのメーカー 
に合わせると、付属のリモコンでテしビを操 
作することができます。 


テしビ電源 • 


数字ボタン • 


テレビ電源ボタンを巧ず。 


2 テレビ電源ボタンを巧したま 
ま、数字ボタンでテレビの 
メー カーま号 （36 ぺージ）を 
続けて入力ずる。 

3テレビ電源ボタンをはなず。 

メーカー番号が設定されます。 

テしビの操作については「付属のリモ 
コンでテしビを操作する」 （34 ページ） 
をご覧ください。 


次のぺージへつづく 


2 テレビボタンが点灯中に、な 
下のボタンでテレビを操作ず 
る。 


ボタン 

機能 

テしビ電源 

テしビの電源を入/切 
します。 

音量 +/ — 

テレビの音量を調節 
します。 

入力切換 

テレビの入力を切り 
換えます。 

チヤンネル +/ — 
(ソニー製テし 
ビのみ） 

テレビのチヤンネル 
を選びます。 

数字ボタン 
(ソニー製テし 
ビのみ） 

テしビのチヤンネル 
を選びます。 

ワイド（ソニー 
製テしビのみ） 

テレビ画面の縦横比 
を切り換えます。 


巧字ボタンを巧ラには 

数字ボタンでテレビのチヤンネルを選ぶこと 
ができます。1〜12チヤンネルまで各数字ボ 
タンを押して選んでください。 


0 6 0 © 


0 0 0 0 
0 0 0 0 



©画© 
〇 〇 © 


リモコンで他社のテレビを操 
作できるよラにずる 
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乂一力一巧号 

メーカー番号が2つし:(上あるときは、 J 頃に試し 
てテレビが操作できるものをお選びください。 


テレビの メーカー 

乂一力一番号 

ソニー 

01 

(お買い上げ時の設定） 

ァの 

12 

NEC 

04 

コルティナ 

14 

SAMSUNG 

13 

云洋電機 

07 

シャープ 

08 

東芝 

03 

日本ビクター 

09 

日立製作所 

06 

フナイ 

11 

松下電器 

02、0己 

五菱電機 

10 


ご注意 

• テレビによってはメーカー番号を合わせても操作 
できないことや、一部のボタンが使えないことが 
ありまず。 

• 新しくメーカー番号を入力すると、メーカー番号 
は上書きされまず。 

• リモコンの電池を取り換えたときは、メーカー番 
号が自動的に01(ソニー）に戻ることがありま 
ず。その場合は、メーカー番号をもラー度合わせ 
なおしてください。 


リモコンで DVD レコーダー(ス 
ゴ録）や BS / CD / 地上波チユー 
ナー、 ビデオなどを操作ずる 

付属のリモコンで、本機につないだ機器（ソ 
二一製品のみ）を操作することができます。 

1 DVD 、 SAT 、 または VIDEO 
(入力切換）ボタンを押して 
再生ずる機器を選ぶ。 

リモコンはセンターユニットに向けて 
ください。が下の入力切換ボタンに対 
応するソニー製機器の操作ができるよ 
ラになります。 


入力切換 
ボタン 

操作できる機器 

DVD 

DVD しコーダー（スゴ録)、 
DVD プレーヤー*、 

"プしイステーション 2" * 

SAT 

CS チ ューナ ー、 

BS チューナー*、 

地上波デジタルチューナー* 

VIDEO 

ビデオ ( VHS ) 


* リモコンの機器番号の設定が必要です。詳 
しくは「入力切換ボタンに他の磯器を割り 
当てて操作ずる」 （39 ページ）をご覧くだ 
さい。 

2 37〜38ぺージの表にあるボ 
タンを使って、それぞれの機 
器をリモコンで操作ずる。 

リモコンは操作する機器に向けてくだ 
さい。 

ご注意 

. ソニー 製品のみ操作ずることができまず。 

• 機器によっては、一部のボタンが使えないことがあ 
りまず。 

• 操作ずるときは、それぞれの機器の取扳説明書もあ 
わせてご覧ください。 

• リモコンの入力切換ボタンを押ずことで、本機の音 
声入力の切り換えと、リモコンの出力信号の切り撰 
えを行います。本機につないだ機器を操作ずるとき 
には、必ず入力切換ボタンを押してください。 
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次のぺーシへつづく 


ボタン 

機能 

19] 争 •/•* 

(フラッシュ 

+/-) 

再生中にかし前の 
シーンに戻る、また 
はシーンを少し先に 
すすゆる。 

画！◄◄(前 

前のチャプター、夕 
イトルや曲に戻る。 

回 ィィ （早戻し） 

◄ 11*2 (コマ戻し） 

4い2 (ス ロー) 

早戻しで再生する。 

一時停止中に軽く押 
すと、コマ戻し再生 
する。 

一時停止中に 1 砂が 
上押すと、スロー再 
生する。 

回 0 (再生） 

再生する。 

回 AV 電源 

電源を入/切する。 

囚音再 

ディスクの音声を切 
り換える。 

回字幕 

字幕を切り換える。 

函アングル 

アングルを切り換え 
る。 

胚 1 確定 

選んだ項目を決定す 
る 

|18| チヤンネル +/ — 

チャンネルを選ぶ。 

M システム 
乂二1 — 

設定画面を表示する。 

國画面表示 

画面表示を切り換え 
る。 

國 w ( 次） 

次のチャプター、夕 
イトルや曲に進める。 

國 ►► (早送り） 

■ ■►*2 (コマ送り） 

(►*2 (ス ロー) 

早送りで再生する。 

一時停止中に軽く押 
すと、コマ送り再生 
する。 

一時停止中に 1 秒が 
上押すと、スロー再 
生する。 

國 H (—時停止） 

■ (停止） 

再生を一時停止する。 

再生を止ゆる。 


*1 DVD (入力切換ボタン）を押してから、再生ず 
る機器（モード選択）のボタンを押してくださ 
い。 

*2 ソニー 製の DVD レコーダー（ス ゴ録）に対応し 
ていまず。 詳しくは DVD レコーダー(ス ゴ録） 
の取扱説明書をご覧ください。 


DVD (ソニー製のみ） 

DVD しコーダー（スゴ録）/プレーヤー、 
"プしイステーション 2" など 


DVD 
(入力切換 
ボタン） 



ごま意 

DVD レコーダー(スゴ録）が外の機器を操作ずる 
ときは、機器番号を設定してから （39 ページ）操 
作してくださし、。 


ボタン 

機能 

丘] AV メニュー 

メニューを表示する。 

回数字ボタン 

画面上の項目を選ぶ。 

回クリア 

取り消しなどの操作 
をする。 

团 VIDEO , 

HDD*i 

DVD*i 

DVD レコーダー(ス 
ゴ緑）やソニー製の 
HDD/DVD (/ 
VHS ) 一体型レコー 
ダー、 DVD / VHS - 
体型しコーダーなど 
のモードを選択する。 

固トップだュー 
/ガイド 

ディスクのトップ y 
ニューを表示する。 

固 一 \ f \ f 今 

画面上のカーソルを 
操作して項目を選ぶ。 

团 決定 

選択を決定する。 

医] cT ^ リターン 

ひとつ前の選択画面 
に戻る。 


© © 0 〇 
© © 0 © 
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ビデオ（ソニー製 VHS のみ) 



ボタン 

機能 

山 AV メニュー 

メニューを表示する。 

回数字ボタン 

チヤンネルを選ぶ。 

图 和/ ♦/♦/-► 

画面上のカーソルを 
操作して項目を選ぶ。 

团 決を 

選択を決定する。 

固 ◄◄ (早戻し） 

巻き戻しする。 

早戻しで再生する。 

固 〇 (巧生） 

再生する。 

团 AV 電源 

電源を入/切する。 

图 MPX 

主/副音声を切り換 
る。 

图 ANT 

アンテナ入力を切り 
換える。 

M チヤンネル +/— 

チヤンネルを選ぶ。 

回 画面表示 

画面表示を切り換え 
る。 

回 ►► (早送り） 

早送りで再生する。 

画 ■■ (一時停止） 

■ (停止） 

再生を一時停止する。 

再生を止める。 


SAT (ソニー製のみ） 

BS / CS / 地上波デジタルチューナーなど 



ボタン 

機能 

圧] AV メニュー 

メニューを表示する。 

回数字ボタン 

チャンネルを選ぶ。 
画面上の項目を選ぶ。 

回トップメニュー 
/ガイド 

番組表を表示する。 

团 Wi 7 ♦一 

画面上のカーソルを 
操作して項目を選ぶ。 

固 決を 

選択を決定する。 

医] cTi リターン 

ひとつ前の選択画面 
に戻す。 

团 AV 電源 

電源を入/切する。 

画 MPX 

主/副音声を切り換 
る。 

回 ANT 

BS / CS / 地上波デ 
ジタルの衛星または 
放送チャンネルを切 
り換える。 

画 JUMP 

直前のチャンネルに 
民る。 

111] チヤンネル +/- 

チャンネルを選ぶ。 

回 画面表示 

画面表示を入/切す 
る。 
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次のぺーシへつづく 


入力切換ボタン （ DVD 、 VIDEO 、 SAT 、 ま 
たは TUNER / BAND ) に他の機器を割り当て 
て、付属のリモコンで操作することができま 
す。 

例えば、 DVD しコーダー（スゴ録）のかね 
りに DVD プしーヤーをお使いになる場合は、 
DVD ボタンに DVD プしーヤーの機器番号を 
割り当てることによって、付属のリモコンで 
DVD プレーヤーを操作することができます。 

お買い上げ時の設定はが下のようになってい 
ます。 


入力切換ボタン 

設を 

DVD 

DVD レコーダー 
(スゴ録） 

( DVD 3 モード） 

TUNER/BAND 

チューナー 
( FM 、 AM ) 

VIDEO 

VHS ビデオ 
( VTR 3 モ ー K ) 

SAT 

CS チューナー 


数字ボタン- 


- 入力切換 
(VIDEO 、 
TUNER/ 
BAND 、 
DVD 、 
SAT) 


1 他の機器を割り当てたい入力 
切換ボタン （ DVD 、 VIDEO 、 
SAT または TUNER / BAND ) 
を押ず。 

例： DVD ボタンに割り当てたい場合 
は、 DVD ボタンを押します。 

2 ボタンを押したまま、数字ボ 
タンで機器香号（下記の表参 
照）を入力ずる。 


例： DVD プレーヤーを割り当てたい場 
合は、 DVD ボタンを押しながら、1ボ 
タンを押します。 


機器番号 

機器 

機器番号 

DVD プしーヤー/ 
"プレイステーション 2" * 

( DVD 1 モード） 

1 

ソニー製 DVD 機器 
( DVD 2 モード） 

2 

DVD レコーダー(スゴ緑）* 
( DVD 3 モード） 

3 

VHS ビデオ* 

( VTR 3 モ ー K ) 

4 

チューナー 

已 

BS / 地上波デジタル 
チューナー 

6 

CS チューナー 

7 


* それぞれの機器のお買い上げ時の設定でず。 


ご注意 

本機につないだ機器の機器香号がお買い上げ時の設 
定とは違ラ香号に変更されている場合は、手順2で 
機器香号を入力してもリモコンで操作はできませ 
ん。磯器番号をお買い上げ時の設定に戻してから、 
手順2をやりなおしてください。 


0 0 0 0 


0 0 0 0 


> 巧 Jo 


: sfcD 、 
xaiD'CD'CD < 
〇 〇 〇 < 



0層© 
〇 @ 0 


入力切換ボタンに他の機器を 
割り普てて操作ずる 


■ミ！廉融 
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電源 
AV 電源 


リモコンの設定をお買い上げ 
時の設定に戾ず 


メーカー番号や機器番号などのリモコンの設 
定を、お買い上げ時の設定に戻すことができ 
ます。 


〇輸_ 


e ©) e 
〇 。 @ 


■ 音量一 


電源ボタン、 AV 電源ボタンを押 
しながら音量ーボタンを押ず。 


設定お目をお買I、上 
げ時の設定に戻ず 

スピーカー設定やラジオなどの設定項目を、 
お買い上げ時の設をに戻すことができます。 



1 /の FUNCTION 


1 センターユニットの1/むボタ 
ンを巧して電源を入れる。 

2 FUNCTION ボタンを押しな 
がら1/のボタンを約5秒間押 
ず。 

センターユニットの表示窓に 「COLD 
RESETj が表示され、設定項目がお買い上 
げ時の設定にもどります。 


广 0 000000 〇 

®JOO 。巧の征〇 

〇〇〇。巧の四0が 

0000巧巧励0心 
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その他 


K 障かな？と思つ 
たら 

本磯の調子がおかしいとき、修理に出す前に 
もう一度点検してください。それでも正常に 
動作しないときは、お買い上げ店またはソ 
二ーサービス窓口、お客様ご相談センターに 
お問い合わせください。 

本機を修理にお持込になるときは、故障個所 
を特定するために、スピーカーや付属品もお 
持ちください 0 


電源 

電源が入らない。 

電源コードがしっかり差し込まれているか 
確認する。 

システムコードがサブウーファーにしっか 
り差し込まれていない。サブウーファーの 
電源コードをコンセントから抜いて、シス 
テムコードをおき、もう一度しっかりシス 
テムコードをつなぎなおして2分媛に、電 
源コードをつなぐ。 

センター ユニッ トの心 (1) ランプが点滅してい 
る。 

4すぐにサブウーファーの電源コードをコン 
セントからおいてが下の項目を確認する。 

• スピーカーコードがショートしていない 
か？ 

• 付属のスピーカーを使っているか？ 

• 本体の通気孔がふさがっていない力、？ 
上記の項目を点検し、 1 /( 1 ) ランプが消灯する 
まで約2分間待つ。その後、もラー度電源 
コードをつなぎ電源を入れる。それでも ^(1) 
ランプが点滅しているときは、お買い上げ店 
またはソニーサービス窓□、お客様ご相談セ 
ンターに問い合わせる。 


音声 

音が出ない。 

4スピーカー コー ドの不良。 

4各機器が正しくつながれているか確認す 
る。 

4 「MUTING ON 」 と表示されている場合は、 
リモコンの消音ボタンを押す。 

4スピーカーが正しくつながれているか確認 
する （1 日ぺ-ジ)。 

音量がルまい。 ま 

4 DVD ディスクによっては、音量がルさい 音 

ことがある。アンプメニューの 「AUDIO 
DRC 」 を 「 DRCMAX 」 または 「DRC 
STDj に設定する （27 ぺージ)。 

八ム音またはノイズがひどい。 

4スピーカーおよび各機器が正しくつながれ 
ているか確認する。 

4接続コードの近くにモーターや蜜圧器、堂 
光灯、テレビなどがある。3メートルが上 
それらから離す。 

4設置場所をテしビから離す。 

4プラグや端子がミちれている。布でミちれを拭 
き取る。 

4ディスクに汚れ、傷がある。 

DVD (DIGITAL OPTICAL IN ) 端子につな 

いだ機器を再をしたときに、音に舆行き感が 

なく、モノラルのよラに間こえる。 

4スピーカーおよび各機器が正しくつながれ 
ているか確認する。 

4デュアルモノ設定を確認する （28 ぺ一 
ジ)。 

ドルビーデジタルまたは DTS の音声トラッ 

クを再をしているのにサラウンド効まが得ら 

れない。 

4サウンドフィールドカ 《 「FRONT SURRj 
( S-Force Front Surround ) に設定され 
ているか確認する （24 ぺージ)。 

4スピーカーの接続と設置を確認する (10. 
19ぺージ)。 

4音源によっては、サウンドトラックがドル 
ビーデジタルで記録されていても、 5.1 ch 
すべてから出力されないもの（モノラルや 
ステし才など）もある。 

サブウーファーから音が出ない。 

4音源によってはウーファーしベルがルさい 
ものがある。 


次のぺージ へつ ブく 
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左ちのスピーカーのバランスが悪い、または 
逆になっている。 

4スピーカーおよび各機器が正しくつながれ 
ているか確認する。 

4各 スピーカーのし ベルを確認するじ日 
ぺージ)。 

センター ユニット しか音が出ない。 

4音源によってはセンターユニットしか音が 
出ないものがある。 

センター ユニッ トから音が出ない。 

4スピーカーの接続と設定を確認する（10、 
19ぺージ)。 

4サウンドフィールド設定を確認する （24 
ぺージ)。 

4音源によってはセンターユニットから音が 
出ないものがある。 

スピーカーの音声とテレビの映像がずれてい 
る。 

本機につないだ DVD しコーダー（スゴ録） 
/プレーヤーまたはテしビのリップシンク 
( A / VSYNC ) 機能でずれを調整する（本 
機では調節できません）。 


4自動受信をしている場合に受信状態が悪い 
ときは、手動受信する （33 ページ)。 

4プリセットチュー ニン グしている場合、何 
も登録していない、または登録した放送局 
を消してしまった。その場合は登録する 
(32 ぺージ)。 

4リモコンの画面表示ボタンを押して、周波 
数を確認する。 

4 AM アンテナを本機や DVD レコーダー (ス 
ゴ録）などの機器から離す。 

サブウーファーから機械音がずる。 

4電源を入れると通気用ファンが回る。動作 
音であり、故障ではない。 

本機が正常に作動しない。 

4サブウーファーの電源コードをコンセント 
からおき、約2分後にセンターユニットの 
1/(1) ランプが消灯しているのを確かめてか 
ら、サブウーファーの電源コードをつなぎ 
ます。 


ソモコン 

リモコンで操作できない。 

4リモコンの電池が消耗している。 

4リモコンとセンターユニットとの距離が離 
れている。 

4リモコンの電池を入れ替えたときに、リモ 
コンに設定してあったメーカー番号や機器 
番号が消えた。もう一度設定しなおす 
(35、39ぺージ)。 

4センターユニットの電源を入れる。 

4センターユニットやつないだ機器のリモコ 
ン受光部に向けて操作していない。 

4入力切換ボタン （23 ページ）を押して、 
リモコンから出力される信号を切り換え 
る。 


その他 


放送局が受信できない。 

4アンテナが正しくつながれているか確認す 
る。 

アンテナの向きを調節したり、屋外アンテ 
ナを使用したりする （12 ページ)。 
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保証書と アフター 
サービス 


保証書 


• この製品には保証書が添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取りください。 

. 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のうえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間で 
す。 


ご相談になるときは、次のことをお知らせく 
ださい。 

• 型名 ： HT 丄 C 1 日 OFS 
• 故障の状態：できるだけ詳しく 
• 購入年月日： 

• お買い上げ店： 

接続•操作-巧障に関ずるお問い合わせは、ソニー 
お客様ご相談センターへ 


接続-操作-故障に関ずるお問い合わせは、 
ソニーお客様ご相談センターへ 
ナビダイヤル 0570 -00-331 1 

携帯電話 • PHS (03) 5448-3311 

カスタマーサポート URL 

http://www.sony.jp/support/h-audio/index.html 
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アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう一度ご賣になってお調べく 
ださい。 


それでも具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓口のご案内」にある近くのソニーサービス 
窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だきます。詳しくは保証書をご賣ください。 

保証期間の経過をの修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要 
望により有料修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社では、ホームシアターシステムの補修用 
性能部品（製品の機能を維持するたゆに必要 
な部品）を、製造打ち切り後8年間保有して 
います。この部品保有期間を修理可能期間と 
させていただきます。保有期間を経過した後 
も、故障箇所によっては修理可能な場合があ 
りますので、お買い上げ店か、サービス窓口 
にご相談ください。 
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主な仕様 

アンプ部 

実用最大出力 
ステレオモード 

120 W +120 W 
に.7〇、 JEITA * i ) 

サラウンドモード 

フロント部： 120 W +120 W 

( SS - TS 31)*2 

センター部こ 120 W 
( SS - CTRD 1)*2 
サブウーファー部：120 W 

( SA - WSRD 15 J ) *2 

*1 JEITA (電子情報巧術産業界）の規格による測定 
値 

*2 サウンドフィールドの設定によっては実用最大 
出力が出ない場合がありまず。 

入力（アナログ） 

VIDEO 感度： 2日 OmV RMS 

インピーダンス：己 OkQ 
入力（デジタル） 

DVD/SAT 光デジタル音声入力端子 

チューナー部 

回路方式 PLL デジタル周波数シンセサイザー 

クォーツロック方式 
FM チューナー部 
受信周波数 76.0-90.0 MHz 

(1 日 OkHz 間隔） 

アンテナ ワイヤーアンテナ750、不平衡型 

中間周波数 FM :10.7 MHz 

AM チューナー部 

受信周波数 日 31- l ，602 kHz (9 kHz ) 

アンテナ ループアンテナ 

中間周波数 4日 OkHz 

フロントスピーカー： SS - TS 31 

方式 バスしフ型、防磁 

形状 コーン型6日 mm 

定格インピーダンス 

2.70 

最大外形寸法 90 x 1 32 XI 07 mm (幅/高さ/奧 
行き） 

質量 約0.6 kg 


センターユニット{センタースピーカー巧 
蔵）： SS - CTRD 1 

方式 バスレフ型、防磁 

形状 コーン型日日 mm 

定格インピーダンス 

2.70 

最大外形寸法 360 X 110 x 97 mm 
(幅/高さ/奥巧き） 

質量 約1.己 kg 

サブウーファー： SA - WSRD 15 J 

方ま バスレフ型 

形状 コーン型、 200 mm 

定格インピーダンス 

2.70 

最大外形寸法 270 x 32 日 x 413 mm (幅/高さ/ 
奧巧き） 

質量 約10.0 kg 

電源 AC 100 V 、已 0/60 HZ 

消費電力 電源が入っているとき： 85 W 

スタンバイモードのとき： 0.3 W 

付属品 

8ページをご覧ください。 

本機は「高調波ガイドライン適合品」です。 
仕様および外観は、改良のため、予告なく変 
要することがありますが、ご了承ください。 




主なプリント配線板に八ロゲン系難燃 
剤を使用していません 
主なはんだ付け部に無鉛はんだを使用 
システムの本体キャビネットに八ロゲ 
ン系難燃剤を使用していません 
スピーカー外装に非塩ビ系素材を使用 
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用語解説 


ドルビーデジタル 

ドルビーラボラトリーズ社の開発した音声の 
デジタル圧縮技術。 5.1 チャンネル•サラウ 
ンドに対応している。サラウンドチヤンネル 
はステし才になり、サブウーファーチヤンネ 
ルは独立して出力される。ドルビーデジタル 
シネマ音声方式のよラな高水準のデジタル音 
声を日.1チヤンネルで楽しむことができる。 

全チャンネルが完全に分離したが態で記録さ 
れるのでチヤンネル間セパしーシヨンが良 
く、すべてデジタルで受け渡しされるので劣 
化しにくいといラ特長がある。 

ドルビープロロジック II 

ドルビープロ ロジック II は2チヤンネルソース 
を已チャンネルで全帯域再生する。それを行 
ラのが、ソースにない音や音の色付けを加え 
ることなく、オリジナル録音の空間的特質を 
引き出す先進的で高音質のマトリックスサラ 
ウン ドデコーダ である。 

AAC 

BS デジタル放送で標準に定められたデジタ 
ル音声方式。「アドバンスド•才ーデイオ- 
コーデイング (Advanced Audio Coding)j 
の略で、高い圧縮率で音楽 CD 並みの音質を 
実現する。 

DTS 

デジタルシアターシステムズ社の開発した音 
声のデジタル圧縮技術。日.1チャンネル•サ 
ラウンドに対応している。サラウンドチヤン 
ネルはステレオになり、サブウーファーチヤ 
ンネルは独立して出力される。高水準のデジ 
タル音声を己1チャンネルで楽しむことがで 
きる。 

全チャンネルが完全に分離した状態で記録さ 
れるのでチヤンネル間セパしーシヨンが良 
く、すべてデジタルで受け渡しされるので劣 
化しにくいといラ特長がある。 


S-Force Front Surround 

ソニーが これまで蓄積してきた膨大な音響 
データを 解析し、独自の DSP 技術を加えて開 
発したサラウンドの技術です。音像の距離 
感、空間性をよりお実に再現することが可能 
となり、後方にスピーカーを置くことなく、 
前方のスピーカーだけで広がりのあるサラウ 
ンドを楽しむことができる。 


S-Master 

ソニーが独自に開発したデジタルアンプ技 
術。従来のアナログアンプに比べ、原理的に 
ゼロクロス歪みが発生しない点をはじゆ、高 
効率で発熱が少ないたゆ、ル型化が容易であ 
るなど、数々の特徴を備えている。 
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を部のなまえ 

詳しい説明は （） 内のページをご賣くださし、。 


ソモコン 



本磯を操作するときは（ラジオを聞くときや 
アンプメニューで設定するときなど）、セン 
夕ーュニットのリモコン受光部回に向けて操 
作してください。他の機器を操作するときは、 
操作したい機器のリモコン受光部固にリモコ 
ンを向けて操作してください。 


ボタン 

再生ずる機器* 1 

アンプ 
だユ- 

DVD ビデオテレビラジオ^ 5$/ 

丘] テしビ電源 
(34、 35) 

参 


回 入加]換 
(34) 

スリープ 

(31) 

♦ ♦参 ♦ ♦ 

(ストブ)（ストプ ） （入力（ストフ)（スリ-プ) 
切鞠 


固 TUNEfVBAND 
(23. 32) 

♦ 


团 VIDEO 
牌、 38) 

♦ 


固 アンプ 

メニユ ー 

(20、27、 

の、 30) 


参 

回 AV メニュ - 
所、 38) 

♦ 参 ♦ 


[3 数きボタン 
(34、3已、 

37、38、 39) 



固 11 口4、 38) 
クリア 
(34、 37) 

♦ ♦参 ♦ ♦ 

(クリア） （11) (11) (クリア） （11) 


画 VIDEO 的） 

♦ 


画 HDD 的） 

♦ 


圆 トップにュ -/ 
ボイド 
所、 38) 

♦ ♦ 


回今/ ♦/♦/ 
今/決を 
に0、32、 

37、 38) 

♦ ♦ ♦参 

♦ 

回。*^ 

リターン 
所、 38) 

♦ ♦ 
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ボタン 

再をずる機器*1 

アン 7 

J (ニユ- 

本2 

DVD ビデオテレビラジオ ^ sy 

回夺 •/ •卡 

(37) 

♦ 


圆 

(37、 38) 
選局-/+ 

(32) 

◄11/11 ►が 

(37) 

ィ •/(►AS 

(37) 

♦ 参 ♦ 

(缔►、懼局 
◄"/"►、 -/+) 

4り叫 


函〇的、 38) 

♦ ♦ 


日 司テレビ巧 4) 

♦ 


画 AV 電源 
(37、 38) 

♦ ♦ ♦ 


画電源 
(18、 23) 



國 DVD 
似、 37) 

♦ 


國 SAT 
似、 38) 



國サウンド 

フイー ルド 
-/+ 

(23. 24) 



國 FM モ-ド 
(32) 

MPX (38) 

音声 （37) 

♦ 参 ♦参 

宿司 ( MPX ) (FM ( MPX ) 

モ-ド） 


医さ!チューナー 
メニュ -(32) 
ANT (38) 

字幕 （37) 

♦ 参 ♦参 

拝幕} ( ANT ) げュ- ( ANT ) 

ナーメ 

ニュ -) 


國ワイド （34) 
JUMP (38) 
アングル 
(37) 

♦ ♦参 

ヴング （ワイド） ( JUMP ) 

ル） 


國12 口4、 38) 
確を 
(37) 

♦ 参 ♦♦参 

(確茵（じ） （ じ）（確茵（じ） 


nil チヤンネル 
+/— (34、 
37、 38) 

♦ ♦ ♦ ♦ 


國0\/0巧 7) 

♦ 



ボタン 

再をずる機器*1 

アンプ 

ill - 

DVD ビデオテレビラジオ^5$/ 

医1システム 

ゾニユ ー 

(37) 

♦ 


國縮脚 

♦ ♦ ♦ ♦ ♦ 


画音量 " tV - 
似、 34) 



國画面表示 
(32. 37. 

3到 

♦ ♦ ♦ ♦ 
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國プリセット 
-/+ (32) 

(37) 

♦ ♦ 

( W / {プリ 

► M ) セット 

-/+) 


國■的、測 

♦ ♦ 


國 II 的、 38) 

♦ ♦ 



*1 DVD 、 ビデオ、 BS / CS はソニー製のみ操作でき 
ます。 

*2 アンプメニューがセンターユニットの表示窓に表 
示されているときに機能します。 

*3 ソニー製の DVD しコーダー(スゴ録）に対応し 
ていまず。詳しくは DVD レコーダー(スゴ録） 

の取撒説明書をご覧ください。 

ちょっと一言 

• テレビボタンを押して点灯している間、ボタンの 
横にオレンジ色の丸巧がついているボタンを使ラ 
ことができまず （34 ぺージ)。 

. アンプ メニューボタン、音量+ボタンには突起がせ 
いていまず。リモコンを使うときのガイドに利巧 
できます。 

• AV 電源ボタンと電源ボタンを同時に押ずと、本磯 
につないでいる機器の電源を同時に切ることがで 
きます。 

• VIDEO ボタン（回）、 HDD ボタン（圆）、 DVD ボ 
タン（國）はソニー製の HDD/DVD (/ VHS ) 
一体型レ コー ダーまたは DVD / VHS —体型 しコー 
ダーの入力を切り換えるたゆに使いまず。 

DVD ボタン（國）を押して本機の入力を DVD に切 
り換えてから、再生する機器のボタンを押してく 
ださい。 

ごま意 

アンプメニューを表示したあとに本機につないだ機 

器を操作ずるときは、アンプメニューボタンを押し 

て表示を消した後に 、 VIDEO (団 )、 DVD (國）、ま 

たは SAT (國）のいずれかの入力切換ボタンを押し 

てから操作してください。 


次のぺージへつづく 
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センター ユニッ ト前面 



丘]1/(!)语瓶ボタン（18、23、 40) 

回 STANDBY ランプ （18) 

图表示窓【24、 48) 

团リモコン受光部 （9) 

リモコンで本機を操作するときは、リ 
モコンをこの受光部に向けてくださし、。 


固 FUNCTION (フアンクシヨン）ボタン 
(23) 

押すたびに L 乂下のように入力が切り換 
わります。 

「DVDj 一 「SATj 一 「 VIDEO 」 一 
「 FM 」 一 「 AM 」 

固 VOLUME (音量） 一 / +ボタン （23) 


センター ユニツ トの表示窓 


あわせて「センターユニットの表示窓について」 （24 ぺージ）もご覧くださし、。 


□□DIGITALllDDPLIT 11 cl#« 11 ST MONO TUNEDI 



ISLEEPlI dB 

UJLCJLRJI i 

國 Itecl h 

量 

;; 





o 

§. 

it 

L h 

载 lit 


\j 

■； m 
■; kHz 
.ミ MHz 


丘]現なの音声のフォーマットに 4) 

回ラジオの受信状態 （32) 

( ST ： ステレオ 、 MONO :モノラル、 
TUNED :受信中） 

图本機のサラウンド設定に 4) 

团スリープモードのときに点な （31) 


固 本機の情報 

• チューナー情報（放送局、周波数な 
ど） （32) 

• スピーカー設定（しべル）じ〇) 

• サウンドフイールド （24) 

• 入力切換 （23) 

固 AAC 受信時に点灯に 8) 

团設定中のスピーカーに 0) 
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本体後面 



丘 ] ANTENNA (FM 75 OC 0 AXIAL ) 端 
子 （12) 

图 ANTENNA ( AM アンテナ）端子 (12) 

固 SYSTEM CONTROL 端子 （10) 

团 DVD (DIGITAL IN OPT に ALJ 
デジタル入力（光）端子 （14) 

固 SAT (DIGITALIN OPT に Al _) 
デジタル入力（光）端子 （16) 

固 VIDEO (ANALOG IN L / R ) 

音声 L / R アナログ入力端子 (17) 

囚 SPEAKER スピーカー出力端子 
(FRONT R/FRONT L / CENTER ) 
( 10 ) 

固電源コード （18) 



ホ 

8 
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あ行 

ァンテナ接続12 
お手入れ7 
音量の調節24 


か行 

故障かな？と思ったら41 


ま行 

サウンドフィールド24 
サブウーファー後面49 
消音24 
スピーカー 
接続1日 

スピーカーの設定19 
配置19 

スピーカーの配置19 
スリープタイマー31 
接続 

アンテナ12 
スピーカー1日 
テレビやビデオ17 
電源コード18 
BS / CS / 地上波デジタ 
ルチューナー16 
DVD レコーダー/プ 
レーヤー、"プしイス 
テーシヨン 2" 14 
センターユニット前面48 
操作の流れ8 


た行 

電源コード18 
電池9 

ドルビーサラウンド（プロ 
ロジック ） 45 
ドルビーデジタル4已 


ら行 

ラジオ32 
リセット40 
リモコン9、34、46 
リモコンで他の機器を操作 
する34 


A-Z 

AAC 24、4已 
AUDIO DRC 27 
DIMMER 30 
DTS 45 

DUAL MONO 28 
DVD (DIGITAL IN 
OPT に AL ) 端子 14 
SAT (DIGITAL IN 
OPT に AL ) 端子 16 
S-Force Front Surround 
25、 4 日 
S-Master 4 已 
VIDEO (ANALOG IN L / R ) 
端子 17 


な行 

名前 33 

は行 

表示窓24、48 
プリセツ h 32 


50 


索引 



ソニー巧式を社 お問い合わせはお客巧ご巧設センターへ•ナビダイヤル： 250570 -00-331 1(ま国どこからでを巧巧通話がをでご利用いただけまず） 

〒108-0075まをが巧区を南 1-7-1 •おを電話. PHS でのご利巧は： 03-5448-3311 •Fax : 0466-31-2595 受付時間;月一金9:〇〇~2〇： 0 〇. ±.日.巧曰 9： oo ~ i 7 ：oo 


Sony Corporation Printed in Malaysia 


http://www.sony.co.jp/ 




